能動的な学習態度の形成を目的としたアクティブラーニングの試み : 本学の日本語表現および健康管理概論における調査から by 林 勇人 et al.
Ⅰ．研究の背景








































Attempt of Active Learning Aimed at Forming
an Active Learning Attitude
－ From the Investigation in Japanese Expression and Introduction to Health Management －
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有意性を調べた。統計処理には Excel 統計 2015




































資料 1 のアンケートによる健康栄養学科 1 年
54 名から得られた、データ及び解析結果は表 2、
3 に示したとおりである。表 3 は介入前・後の各
アンケート項目尺度における分布を示し、データ
は全て 25％ タイル値（中央値 MD）75％ タイル
値で示した（表 2、表 3）。
ウィルコクソンの符号付き順位検定にかけたと
























































































































































































































































員の授業改善白書 平成 28 年度の調査結果”，2017
４）ベネッセ：“第二回大学の学習・生活実態調査”，
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